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Ⅰ　申請概要

１　申請者

２　システムの名称

３　申請内容

３．１　申請床面積
床面積は、75㎡以上、○○○㎡以下とする。
　　　　１階及び２階の床面積は、40㎡以上とする。
３．２　申請区分（耐震及び省エネの区分数を確認します。確認項目の該当欄に○印又は数値を記載して下さい。）
	確認項目
	該当欄

	耐震性
	等級
	等級２
	

	
	
	等級３
	

	
	モジュール
	910㎜
	

	
	
	1000㎜
	

	
	
	
	

	
	階数
	平屋
	

	
	
	２階建て
	

	
	荷重外力
	地震地域係数(Ｚ)
	0.7
	

	
	
	
	0.8
	

	
	
	
	0.9
	

	
	
	
	1.0
	

	
	
	
	
	

	
	
	基準風速（m／s）
	

	
	
	垂直積雪量（cm）
	

	
	
	積雪単位重量（N／㎡／cm）
	

	省エネルギー対策
	基準別
	熱貫流率基準による
	

	
	
	熱損失係数等による
	

	
	地域区分
	Ⅰ地域
	

	
	
	Ⅱ地域
	

	
	
	Ⅲ地域
	

	
	
	Ⅳ地域
	

	
	
	Ⅴ地域
	

	
	
	Ⅵ地域
	

	
	断熱材の施工法
	充填断熱工法
	

	
	
	外貼断熱工法
	


４　住宅型式性能認定の取得有無
今までに取得した品確法の住宅型式性能認定を活用する場合は、等級、認定番号、認定取得者及び認定日などを記載して下さい。

	
	等級
	認定番号
	認定取得者
	認定日

	1-1　耐震等級(構造躯体の倒壊等防止）
	
	
	
	

	3-1　劣化対策等級(構造躯体等)
	
	
	
	

	4-1　維持管理対策等級(専用配管)
	
	
	
	

	5-1　省エネルギー対策等級
	
	
	
	


Ⅱ　各性能項目の仕様

〈目次〉
１　構造躯体等の劣化対策

（ページ数）
１.１　外壁の軸組等（通気層を設けた構造）･･･････････劣化－1
１.２　外壁の軸組等（薬剤処理の範囲）

１.３　土台水切り

１.４　外壁内部等の防腐措置等(令49条)

１.５　外壁の軸組等（軸組等の仕様）･････････････････劣化－2

１.６　土台の防腐・防蟻処理

１.７　構造躯体の耐久(令37条)

１.８　木材(令41条)

１.９　浴室及び脱衣室･･･････････････････････････････劣化－4

１.10　地盤･････････････････････････････････････････劣化－5

１.11　基礎

１.12　床下の防湿性能及び換気口

１.13　点検用措置の確保(床下空間の確保)

１.14　小屋裏･･･････････････････････････････････････劣化－6

１.15　点検用措置の確保･････････････････････････････劣化－7

	項　目
	記載内容
	備　考

	■劣化対策
	１.１ 外壁の軸組等（通気層を設けた構造）
	外壁仕上げと軸組等の間の通気層を図示する。
	

	
	１.２ 外壁の軸組等（薬剤処理の範囲）
	外壁の軸組等の地面からの薬剤処理高さを記載する。
	

	
	１.３ 土台水切り
	土台に接する外壁の下端に水切りを図示する。
	

	
	１.４ 外壁内部等の防腐措置等(令49条)
	通気層と軸組等の間に設けている防水紙その他これに類するものを図示する。
	

	□耐震性
	－
	－
	－

	□維持管理
	－
	－
	－

	□省エネ
	－
	－
	－

	


	項　目
	記載内容
	備　考

	■劣化対策
	１.５ 外壁の軸組等（軸組等の仕様）
	軸組等には製材又は集成材等を用い、かつ、外壁下地材には製材、集成材等又は構造用合板等を用いるとともに、防腐及び防蟻に有効な薬剤を塗布等していることを記載する。
	

	
	１.６ 土台の防腐・防蟻処理
	土台にK3相当以上の防腐・防蟻処理を施しているか、耐久性区分D1の特定樹種の製材又は集成材等を用いていることを記載する。
	

	
	１.７ 構造躯体の耐久(令37条)
	地盤から1m以内には、防腐処理木材を使用するか、耐久性区分D1の特定樹種とする。
	

	
	１.８ 木材(令41条)
	木材の品質は、節、腐れ、繊維の傾斜、丸身等による耐力上の欠点がないものとする。
	

	■耐震性
	２.２ 主要な構造材
	部材毎に樹種、等級及び断面寸法等を記載する。
耐力壁については、大臣認定の耐力壁を使用する場合は、大臣認定書及び別添の評価書を添付する。
	－

	□維持管理
	－
	－
	－

	□省エネ
	－
	－
	－

	

	
	主要な木材
	

	
	部位名
	樹種・名称
	等級・規格
	断面寸法(㎜)
	含水率
	薬剤処理等
	

	
	軸
組
等
	土台
	
	
	
	
	
	

	
	
	火打土台
	
	
	
	
	
	

	
	
	大
壁
	管柱
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	通し柱
	
	
	
	
	
	

	
	
	真
壁
	管柱
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	通し柱
	
	
	
	
	
	

	
	
	間柱
	
	
	
	
	
	

	
	
	すみ柱
	
	
	
	
	
	

	
	
	胴差
	
	
	
	
	
	

	
	
	けた
	
	
	
	
	
	

	
	
	筋かい
	
	
	
	
	
	

	
	
	胴縁
	
	
	
	
	
	

	
	床
組
	はり
	
	
	
	
	
	

	
	
	大引
	
	
	
	
	
	

	
	
	根太
	
	
	
	
	
	

	
	
	火打ばり
	
	
	
	
	
	

	
	小
屋
組
	はり
	
	
	
	
	
	

	
	
	火打ばり
	
	
	
	
	
	

	
	
	母屋
	
	
	
	
	
	

	
	
	小屋束
	
	
	
	
	
	

	
	
	たる木
	
	
	
	
	
	

	
	
	


	

	
	構造用面材
	

	
	部位名
	名称
	等級・規格
	厚さ
(㎜)
	倍率
	薬剤処理等
	

	
	軸
組
等
	耐力壁
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	準耐力壁等
	
	
	
	
	
	

	
	床
組
	床下地材
	
	
	
	
	
	

	
	小
屋
組
	野地板
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	薬剤処理等について
	

	
	商品名
	メーカー
	認定番号
	備考
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	

	


	項　目
	記載内容
	備　考

	■劣化対策
	１.９ 浴室及び脱衣室
	浴室及び脱衣室の壁の軸組等及び床組並びに浴室の天井が防水上有効であることを記載する。
	

	□耐震性
	－
	－
	－

	□維持管理
	－
	－
	－

	□省エネ
	－
	－
	－

	

	
	
	

	
	部　位
	仕　様
	

	
	浴室
	壁
床
天井
	
	

	
	脱衣室
	壁
床
	仕上げ
	防水性のある次の仕上材とする
 
	

	
	
	
	下　地
	継ぎ目のある仕上材（撥水性のあるフローリング・Ｐタイル等）を用いる場合は、下地に耐水性のある次の下地材とする

	

	
	
	

	


	項　目
	記載内容
	備　考

	■劣化対策
	１.10 地盤
	基礎の内周部及び束石の周囲の地盤の防蟻措置を記載する。
	

	
	１.11 基礎
	地面から基礎上端までの高さが400㎜以上であることを記載する。
	

	
	１.12 床下の防湿性能
及び換気口
	床下の防湿性能及び換気性能を記載する。
	

	
	１.13 点検用措置の確保（床下空間の確保）
	床下空間の有効高さが330㎜以上であることを記載する。
	

	□耐震性
	－
	－
	－

	□維持管理
	－
	－
	－

	□省エネ
	－
	－
	－

	
	
	

	
	基
礎
形
状
	
	

	
	
	
	

	
	床
下
の
換
気
口
	
	

	
	
	
	

	
	点検用措置の確保
	
	

	
	
	

	


	項　目
	記載内容
	備　考

	■劣化対策
	１.14 小屋裏
	小屋裏換気方式を記載する。
屋根断熱工法であること又はその他の措置が講じられていることを記載する。
	

	□耐震性
	－
	－
	－

	□維持管理
	－
	－
	－

	□省エネ
	－
	－
	－

	

	
	
	

	
	換気方法
	仕様の内容
	

	
	(ⅰ)妻面給排気

	・小屋裏の壁のうち屋外に面するものに換気上有効な位置に２以上の換気口を設ける。
・換気口の有効面積の天井面積に対する割合が300分の１以上である。
	

	
	(ⅱ)軒裏給排気

	・軒裏に換気上有効な位置に２以上の換気口を設ける。
・換気口の有効面積の天井面積に対する割合が250分の１以上である。
	

	
	(ⅲ)軒裏又は妻面給気＋妻面排気

	・軒裏又は小屋裏の壁のうち屋外に面するものに給気口を設け、小屋裏の壁で屋外に面するものに換気上有効な位置に排気口が給気口と垂直距離で90㎝以上離して設ける。
・給気口及び排気口の有効面積の天井面積に対する割合がそれぞれ900分の１以上である。
	

	
	(ⅳ)軒裏又は妻面給気＋棟排気

	・軒裏又は小屋裏の壁のうち屋外に面するものに給気口を設け、小屋裏の頂部に排気塔その他の器具を用いて排気口を設ける。
・給気口の有効面積の天井面積に対する割合が900分の１以上であり、排気口の有効面積の天井面積に対する割合が1600分の１以上である。
	

	
	
	

	


	項　目
	記載内容
	備　考

	■劣化対策
	１.15 点検用措置の確保
	区分された床下空間ごとに点検口を設けることを記載する。
	

	
	
	区分された小屋裏空間ごとに点検口を設けることを記載する。
	

	□耐震性
	－
	－
	－

	□維持管理
	－
	－
	－

	□省エネ
	－
	－
	－

	

	
	
	

	
	部　位
	仕　様
	

	
	床下点検口

	
	

	
	小屋裏点検口

	
	

	
	
	

	


Ⅱ　各性能項目の仕様

〈目次〉
２　耐震性
２.１　適用範囲･････････････････････････････････････耐震－1

２.２　主要な構造材･････････････････････････････････耐震－2

２.３　基礎･････････････････････････････････････････耐震－4
２.４　壁の構造･････････････････････････････････････耐震－5

２.５　床の構造･････････････････････････････････････耐震－7

２.６　屋根の構造･･･････････････････････････････････耐震－8

２.７　接合金物及び接合具等･････････････････････････耐震－9

２.８　主要な構造設計基準･･･････････････････････････耐震－10

２.９　構造検討書
２.10　建築基準法等への適合チェックリスト

	項　目
	記載内容
	備　考

	□劣化対策
	－
	－
	－

	■耐震性
	２.１ 適用範囲
	各項目の内容を記載する。
	

	□維持管理
	－
	－
	－

	□省エネ
	－
	－
	－

	

	
	適用範囲
	

	
	項目
	内容
	

	
	構造種別
	木造軸組工法（混構造、ラーメンフレームを組み込んだ住宅は除く）
	

	
	建設地域
	積載荷重
	床用　　N／㎡、架構用　　N／㎡、地震用　　N／㎡
	

	
	
	地盤の長期地耐力
	kN／㎡以上
	

	
	階数
	
	

	
	最高高さ
	㎜以下
	

	
	最高軒高さ
	㎜以下
	

	
	１階床高さ
	㎜以下
	

	
	１階階高
	㎜
	

	
	２階床～桁上寸法
	㎜
	

	
	延べ面積
	㎡～　　　㎡
	

	
	屋根
	勾配
	寸～　寸
	

	
	
	種類
	
	

	
	
	形状
	
	

	
	建物の形状
	
	

	
	モジュール
	㎜
	

	
	最大開口幅
	㎜
	

	
	最大構造ユニット
	㎜×　　　㎜以下
	

	
	設計条件（外力の制限）
	・垂直積雪量　　㎝以下（積雪単位重量　　N／㎡／㎝）
・地震地域係数(Ｚ)
・風速　　ｍ／ｓ以下
	

	
	平面・立面計画
	
	

	
	
	


	項　目
	記載内容
	備　考

	■劣化対策
	１.５ 外壁の軸組等（軸組等の仕様）
	軸組等には製材又は集成材等を用い、かつ、外壁下地材には製材、集成材等又は構造用合板等を用いるとともに、防腐及び防蟻に有効な薬剤を塗布等していることを記載する。
	－

	
	１.６ 土台の防腐・防蟻処理
	土台にK3相当以上の防腐・防蟻処理を施しているか、耐久性区分D1の特定樹種の製材又は集成材等を用いていることを記載する。
	－

	
	１.７ 構造躯体の耐久(令37条)
	地盤から1m以内には、防腐処理木材を使用するか、耐久性区分D1の特定樹種とする。
	－

	
	１.８ 木材(令41条)
	木材の品質は、節、腐れ、繊維の傾斜、丸身等による耐力上の欠点がないものとする。
	－

	■耐震性
	２.２ 主要な構造材
	部材毎に樹種、等級及び断面寸法等を記載する。
耐力壁については、大臣認定の耐力壁を使用する場合は、大臣認定書及び別添の評価書を添付する。
	

	□維持管理
	－
	－
	－

	□省エネ
	－
	－
	－

	

	
	主要な木材
	

	
	部位名
	樹種・名称
	等級・規格
	断面寸法(㎜)
	含水率
	薬剤処理等
	

	
	軸
組
等
	土台
	
	
	
	
	
	

	
	
	火打土台
	
	
	
	
	
	

	
	
	大
壁
	管柱
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	通し柱
	
	
	
	
	
	

	
	
	真
壁
	管柱
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	通し柱
	
	
	
	
	
	

	
	
	間柱
	
	
	
	
	
	

	
	
	すみ柱
	
	
	
	
	
	

	
	
	胴差
	
	
	
	
	
	

	
	
	けた
	
	
	
	
	
	

	
	
	筋かい
	
	
	
	
	
	

	
	
	胴縁
	
	
	
	
	
	

	
	床
組
	はり
	
	
	
	
	
	

	
	
	大引
	
	
	
	
	
	

	
	
	根太
	
	
	
	
	
	

	
	
	火打ばり
	
	
	
	
	
	

	
	小
屋
組
	はり
	
	
	
	
	
	

	
	
	火打ばり
	
	
	
	
	
	

	
	
	母屋
	
	
	
	
	
	

	
	
	小屋束
	
	
	
	
	
	

	
	
	たる木
	
	
	
	
	
	

	
	
	


	

	
	構造用面材
	

	
	部位名
	名称
	等級・規格
	厚さ
(㎜)
	倍率
	薬剤処理等
	

	
	軸
組
等
	耐力壁
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	準耐力壁等
	
	
	
	
	
	

	
	床
組
	床下地材
	
	
	
	
	
	

	
	小
屋
組
	野地板
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	


	項　目
	記載内容
	番　号

	■劣化対策
	－
	－
	－

	■耐震性
	２.３ 基礎
	基礎の形状を記載する。
基礎及び土間部のコンクリートの種類・規格及び鉄筋の仕様を記載する。
	

	□維持管理
	－
	－
	－

	□省エネ
	－
	－
	－

	
	
	

	
	基
礎
形
状
	
	

	
	
	
	

	
	人通口補強
	
	

	
	
	表　コンクリートの規格等
	

	
	部位
	コンクリートの種類・規格
	鉄筋等の種類・規格
	

	
	べた基礎
	普通コンクリート、設計基準強度　　N／㎜2
	
	

	
	土間
	普通コンクリート、設計基準強度　　N／㎜2
	
	

	
	
	
	


	項　目
	記載内容
	備　考

	□劣化対策
	－
	－
	－

	■耐震性
	２.４ 壁の構造
	耐力壁及び準耐力壁等を図示するとともに、仕様を記載する。
	

	□維持管理
	－
	－
	－

	□省エネ
	－
	－
	－

	

	
	
	

	
	耐力壁１
	
	

	
	
	
	

	
	耐力壁の仕様
	壁倍率
	

	
	
	
	

	
	
	

	
	耐力壁２
	
	

	
	
	
	

	
	耐力壁の仕様
	壁倍率
	

	
	
	
	

	
	
	

	
	準耐力壁１
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	準耐力壁の仕様
	基準倍率
	

	
	
	
	

	
	
	


	項　目
	記載内容
	備　考

	□劣化対策
	－
	－
	－

	■耐震性
	２.５　床の構造
	１階床組及び２階床組を図示するとともに、仕様を記載する。
	

	□維持管理
	－
	－
	－

	□省エネ
	－
	－
	－

	

	
	
	

	
	２階床組
	
	

	
	
	
	

	
	水平構面の仕様
	存在床倍率
	

	
	
	
	

	
	
	

	
	１階床組
	
	

	
	
	
	

	
	水平構面の仕様
	存在床倍率
	

	
	
	
	

	
	
	

	


	項　目
	記載内容
	備　考

	□劣化対策
	－
	－
	－

	■耐震性
	２.６ 屋根の構造
	屋根構面を図示するとともに、仕様を記載する。
	

	□維持管理
	－
	－
	－

	□省エネ
	－
	－
	－

	
	
	

	
	屋根組
	
	

	
	
	
	

	
	屋根構面の仕様
	存在床倍率
	

	
	
	
	

	
	
	

	


	項　目
	記載内容
	備　考

	□劣化対策
	－
	－
	－

	■耐震性
	２.７　接合金物及び接合具等
	接合金物の種類と刻印番号、その他の接合金物の品質と性能等及び仕入先を記載して下さい。
	

	
	
	軸組の種類に応じた、柱頭・柱脚の引き抜き金物を記載して下さい。
	

	
	
	柱頭・柱脚接合部、横架材相互接合部及び通り柱－横架材接合部の取り合いを図示して下さい。
	

	□維持管理
	－
	－
	－

	□省エネ
	－
	－
	－

	

	
	１．接合金物の種類と刻印番号
	

	
	
	接合金物の種類
	記号
	承認・認定番号
	認定企業又は試験先
	

	
	Ｚマ｜ク
表示金物
	①
	 ひねり金物
	ＳＴ
	Ｚ７-１
	（財）日本住宅・木材技術センター
	

	
	
	②
	 短ざく金物
	Ｓ
	Ｚ２４-１
	
	

	
	
	③
	 かど金物
	ＣＰ・Ｔ
	Ｚ２４-１
	
	

	
	
	④
	 アンカーボルト
	Ｍ１２、Ｍ１６
	Ｚ８-１
	
	

	
	
	⑤
	 火打ち金物
	ＨＢ
	Ｚ３６-１
	
	

	
	
	⑥
	 筋かいプレート
	ＢＰ・２
	
	
	

	
	
	⑦
	 ホールダウン金物
	Ｓ－ＨＤ１０～２５
	Ｚ３８-１
	
	

	
	
	⑧
	 座金付きボルト
	Ｍ１６Ｗ
	Ｚ２４-１
	
	

	
	
	⑨
	 六角ボルト
	Ｍ１２，Ｍ１６
	
	
	

	
	
	⑩
	 角座金
	Ｗ４.５×４０
	
	
	

	
	
	
	
	Ｗ９.０×８０
	
	
	

	
	
	⑪
	 太めくぎ
	ＺＮ４０，６５、９０
	Ｚ８-１
	
	

	
	同等認定金物
	⑫
	 ニュー２倍筋かい金具
	････
	Ｄ１５Ａ０５-０６
	（財）日本住宅・木材技術センター
	

	
	
	⑬
	 エースプレート
	････
	Ｄ１１Ｈ０１－０２
	
	

	
	
	⑭
	 両引き羽子板金物
	････
	Ｄ１１Ｂ０１－１６
	
	

	
	
	⑮
	 丸座金(4.5×45φ)
	････
	Ｄ１０Ａ０１－１
	
	

	
	
	⑯
	 クランクアンカーボルト
	････
	Ｄ１９Ａ０１－０２
	
	

	
	その他
	⑰
	○○○金物
	○○
	なし
	○○試験所
	

	
	
	⑱
	△△△金物
	△△
	なし
	○○試験センター
	

	
	
	⑲
	□□□金物
	□□
	なし
	
	

	
	２．その他の接合金物の品質と性能等
	

	
	金物名
	規格
	表面処理
	用途
	性能等
	

	
	
	
	
	
	基準耐力
	許容耐力
	

	
	⑰
	○○金物

	JISG3302 SGH400
	Z27
	梁
	基準耐力
○○Kn
	試験成績書
添付書類○
	許容耐力
○○Kn
	

	
	⑱
	△△金物

	JISG3302 SGHC
	Z27
	柱脚柱頭
	基準耐力
○○Kn
	試験成績書
添付書類○
	許容耐力
○○Kn
	

	
	⑲
	□□金物

	JISG3131 SPHC
	JISH8610
2種2級Ep-Fe/Zn8
	垂木
	基準耐力
○○Kn
	試験成績書
添付書類○
	許容耐力
○○Kn
	

	
	３．仕入先
　　Ｚマーク表示金物及び同等認定金物
　　　　　①～⑯：○○県○○市○○　1-1-1
           　                (株)○○○　TEL:○○－○○○－○○○○
    その他 

⑰～⑲：○○県○○市○○　3-3-3                        
                           (株)○○○　TEL:○○－○○○－○○○○
	


	
	
	

	
	１．平屋及び最上階における筋かい等を設けた軸組の柱の柱脚及び仕口
	

	
	軸組の種類
	出隅の柱
	その他の軸組
	

	
	厚さ３㎝以上幅９㎝以上の筋かいを入れた軸組
	筋かいの下部が取り付く柱
	（ろ）
	（い）
	

	
	
	その他の柱
	（に）
	（ろ）
	

	
	厚さ４.５㎝以上幅９㎝以上の筋かいを入れた軸組        
	筋かいの下部が取り付く柱
	（は）
	（ろ）
	

	
	
	その他の柱
	（ほ）
	
	

	
	構造用合板等を昭和56年度建設省告示1100号別表第1(1)項又は(2)項に定める方法で打ち付けた壁を設けた軸組
	（ほ）
	（ろ）
	

	
	厚さ３㎝以上幅９㎝以上の筋かいをたすき掛けに入れた軸組
	（と）
	（は）
	

	
	厚さ４.５㎝以上幅９㎝以上の筋かいをたすき掛けに入れた軸組
	（と）
	（に）
	

	
	２．１以外の階における筋かい等を設けた軸組の柱の柱脚及び仕口
	

	
	軸組の種類
	階及び当該階の柱が共に出隅の柱の場合
	上階の柱が出隅の柱であり当該階の柱が出隅でない場合
	上階及び当該階の柱が共に出隅の柱でない場合
	

	
	厚さ３㎝以上幅９㎝以上の筋かいを入れた軸組
	（に）
	（ろ）
	（い）
	

	
	厚さ４.５㎝以上幅９㎝以上の筋かいを入れた軸組
	（と）
	（は）
	（ろ）
	

	
	構造用合板等を昭和56年度建設省告示1100号別表第1(1)項又は(2)項に定める方法で打ち付けた壁を設けた軸組
	（ち）
	（へ）
	（は）
	

	
	厚さ３㎝以上幅９㎝以上の筋かいをたすき掛けに入れた軸組
	（り）
	（と）
	（に）
	

	
	厚さ４.５㎝以上幅９㎝以上の筋かいをたすき掛けに入れた軸組
	（ぬ）
	（ち）
	（と）
	

	
	仕様規定及びＮ値
	

	
	仕様規定の記号
	Ｎ値
	金物仕様
	

	
	
	
	Ｚマーク金物
	Ｄマーク金物
	その他
	

	
	（い）
	0.00
	
	
	
	

	
	（ろ）
	0.65
	
	
	
	

	
	（は）
	1.00
	
	
	
	

	
	（に）
	1.40
	
	
	
	

	
	（ほ）
	1.60
	
	
	
	

	
	（へ）
	1.80
	
	
	
	

	
	（と）
	2.80
	
	
	
	

	
	（ち）
	3.70
	
	
	
	

	
	（り）
	4.70
	
	
	
	

	
	（ぬ）
	5.60
	
	
	
	

	
	
	


	

	
	
	

	
	
	(○)○○金物
接合部倍率：○○
	(○)○○金物
接合部倍率：○○
	(○)○○金物
接合部倍率：○○
	(○)○○金物
接合部倍率：○○
	

	
	柱
頭
	
	
	
	
	

	
	上
下
階
	
	
	
	
	

	
	柱
脚
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	(○)○○金物
接合部倍率：○○
	(○)○○金物
接合部倍率：○○
	
	

	
	横
架
材
相
互
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	（○）○○金物＋○○
	
	
	

	
	通
し
柱
と
横
架
材
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


	項　目
	記載内容
	備　考

	□劣化対策
	－
	－
	－

	■耐震性
	２.８ 主要な構造設計基準
	下記の各項目について記載して下さい。
	

	□維持管理
	－
	－
	－

	□省エネ
	－
	－
	－

	１．建築基準法と評価方法基準との関係
建築基準法及び評価方法基準の規定を全て遵守する。


	２．平面計画
（１）平面モジュール


	（２）構造ユニット


	（３）床面の平面形状


	（４）開口部の制限


	（５）吹き抜け等 


	３．立面計画


	４．柱の配置 


	５．横架材の配置


	６．壁量の算出方法


	７．耐力壁の配置


	８．耐力壁線と耐力壁線間距離


	９．必要床倍率の算出方法


	１０．柱頭・柱脚接合部の設計法


	１１．横架材接合部の設計法 


	１２．基礎の構造方法



Ⅱ　各性能項目の仕様

〈目次〉
３　維持管理・更新の容易性
３.１　専用配管･････････････････････････････････････維持－1

３.２　地中埋設管

３.３　排水管の性状等･･･････････････････････････････維持－2

３.４　専用排水管･･･････････････････････････････････維持－3

３.５　配管点検口･･･････････････････････････････････維持－4

	項　目
	記載内容
	備　考

	□劣化対策
	－
	－
	－

	□耐震性
	－
	－
	－

	■維持管理
	３.１ 専用配管
	壁、柱、床、はり及び基礎の立上り部分を貫通する場合を除き、コンクリート内に埋め込まれていないことを図示する。
	

	
	３.２ 地中埋設管
	地中埋設管の上にコンクリートが打設されていないことを記載する。
	

	□省エネ
	－
	－
	－

	(1)給湯設備

	
	
	

	
	
	呼　称
	規　格
	

	
	給水管
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	継手
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	

	(2)給湯設備

	
	
	

	
	
	呼　称
	規　格
	

	
	給湯管
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	継手
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	

	(3)排水設備

	
	
	

	
	
	呼　称
	規　格
	

	
	排水管
	
	
	

	
	継手
	
	
	

	
	
	

	(4)都市ガス

	
	
	

	
	
	呼　称
	規　格
	

	
	ガス管
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	継手
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	


	項　目
	記載内容
	備　考

	□劣化対策
	－
	－
	－

	□耐震性
	－
	－
	－

	■維持管理
	３.３ 排水管の性状等
	排水管の内面が、清掃に支障を及ぼさないように平滑であり、たわみ、抜けその他変形が生じないように設置されていることを記載する。
	

	□省エネ
	－
	－
	－

	

	
	
	

	
	排水管の性状
	仕様内容
	

	
	１．排水管等の内面
	
	

	
	２．排水管の仕様
	
	

	
	３．たわみ防止措置
	
	

	
	４．抜け防止措置
	
	

	
	
	

	


	項　目
	記載内容
	備　考

	□劣化対策
	－
	－
	－

	□耐震性
	－
	－
	－

	■維持管理
	３.４ 専用排水管
	排水管には、掃除口が設けられているか、清掃が可能な措置が講じられたトラップが設置されているかを記載する。
	

	□省エネ
	－
	－
	－

	
	
	
	
	

	
	部位
	仕様内容
	
	部位
	仕様内容
	

	
	便
所
１
階

	
	
	浴
室

	
	

	
	便
所
２
階

	
	
	洗
濯
機

	
	

	
	台
所
・
洗
面
所

	
	
	そ
の
他
の
水
廻
り

	
	

	
	
	
	
	
	
	


	項　目
	記載内容
	備　考

	□劣化対策
	－
	－
	－

	□耐震性
	－
	－
	－

	■維持管理
	３.５ 配管点検口
	設備機器と専用配管の接合部、専用配管のバルブ及びヘッダー、排水管の掃除口が隠蔽されている場合には、点検に必要な開口又は掃除口を設けることを記載する。
	

	□省エネ
	－
	－
	－

	
	
	
	
	

	
	部
位
	仕様内容
	
	部
位
	仕様内容
	

	
	便
所

	
	
	洗
濯
機

	
	

	
	台
所
・
洗
面
所

	
	
	パ
イ
プ
ス
ペ
｜
ス
	
	

	
	浴
室

	
	
	バ
ル
ブ
及
び
ヘ
ッ
ダ
｜
	
	

	
	洗
濯
機
パ
ン

	
	
	人通口
	
	

	
	
	
	
	


Ⅱ　各性能項目の仕様

〈目次〉
４　省エネルギー対策
４.１　断熱構造とする部分･･･････････････････････････省ｴﾈ－1

４.２　断熱材の熱抵抗値の基準

４.３　開口部の断熱性能（開口部の性能）･････････････省ｴﾈ－2

４.４　開口部の断熱性能（日射侵入の防止）

４.５　結露の発生防止･･･････････････････････････････省ｴﾈ－3
４.６　通気層

	項　目
	記載内容
	備　考

	□劣化対策
	－
	－
	－

	□耐震性
	－
	－
	－

	□維持管理
	－
	－
	－

	■省エネ
	４.１ 断熱構造とする部分
	断熱構造とする部分を図示する。
	

	
	４.２ 断熱材の熱抵抗値の基準
	各断熱部位の熱抵抗値Ｒが熱抵抗基準以上であることを記載する。
	

	

	
	断熱部位と熱抵抗基準値（○地域）
	
	

	
	断熱部位
	熱抵抗基準値
（㎡K／W）
	
	

	
	屋根
	
	
	

	
	天井
	
	
	

	
	外壁
	
	
	

	
	床
	外気に接する床
	
	
	

	
	
	その他の床
	
	
	

	
	土間床等の外周部
	外気に接する床
	
	
	

	
	
	その他の部分
	
	
	

	
	各部位の断熱仕様
	
	

	
	断熱部位
	種類（又は商品名）
	熱伝導率λ
(W／m･K)
	厚さt
(㎜)
	熱抵抗値R
(㎡K／W)
	

	
	屋根
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	天井
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	外壁
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	床
	外気に接する床
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	その他の床
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	土間床等の外周部
	外気に接する床
	
	
	
	
	

	
	
	その他の床
	
	
	
	
	

	
	
	

	


	項　目
	記載内容
	備　考

	□劣化対策
	－
	－
	－

	□耐震性
	－
	－
	－

	□維持管理
	－
	－
	－

	■省エネ
	４.３ 開口部の断熱性能（開口部の性能）
	開口部の建具に種類及びガラスの組合わせを記載する。
	

	
	４.４ 開口部の断熱性能（日射侵入の防止）
	開口部の建具に種類、付属部材等の設置を記載する。
	

	
	
	

	
	開口部の性能
	

	
	建具名
	建具の仕様
	

	
	窓又は
引戸
	建具の種類
	
	

	
	
	ガラスの組合わせ
	
	

	
	窓、引戸
	建具の種類
	
	

	
	
	ガラスの組合わせ
	
	

	
	ドア
	建具の種類
	
	

	
	
	ガラスの組合わせ
	
	

	
	日射侵入の防止
	

	
	方位
	建具の仕様
	

	
	真北±30度の方位
	
	

	
	上記以外の方位
	
	

	
	
	

	


	項　目
	記載内容
	備　考

	□劣化対策
	－
	－
	－

	□耐震性
	－
	－
	－

	□維持管理
	－
	－
	－

	■省エネ
	４.５ 結露の発生防止
	取合部ごとに、断熱材、防湿材、気密材などを記載する。
	

	
	４.６ 通気層
	屋根又は外壁を断熱構造とする場合は、断熱層の外気側への通気層の設置、その他の換気上有効な措置を記載する。
	

	


Ⅲ　各性能項目の仕様
〈目次〉
Ⅲ　標準設計図書
①　付近見取り図････････････････････････････････････図面－１
②　配置図･･････････････････････････････････････････図面－２

③　仕様書･･････････････････････････････････････････図面－３

④　各階平面図･･････････････････････････････････････図面－４

⑤　床面積求積図････････････････････････････････････図面－５

⑥　２面以上の立面図････････････････････････････････図面－６

⑦　断面図又は矩計図････････････････････････････････図面－７

⑧　基礎伏図････････････････････････････････････････図面－８

⑨　各階床伏図･･････････････････････････････････････図面－９

⑩　小屋伏図････････････････････････････････････････図面－10

⑪　各部詳細図･･････････････････････････････････････図面－11

⑫　各種計算書･･････････････････････････････････････図面－12

Ⅴ　本部と加盟店の仕様の相違（供給方式が元請け以外の場合のみ）
１．本部と加盟店の申請内容の相違点

本部の申請内容と加盟店の申請内容が異なる場合は、相違点を記載して下さい。また、複数のタイプがある場合は、タイプ別に記載して下さい。
	
	項目
	標準仕様
	Ａ仕様
	Ｂ仕様

	概要
	Ⅰ.１　床面積
	
	
	

	劣化
	１.１　外壁の軸組等（通気層を設けた構造）
	
	
	

	
	１.２　外壁の軸組等（薬剤処理の範囲）
	
	
	

	
	１.３　土台水切り
	
	
	

	
	１.４　外壁内部等の防腐措置等(令49条)
	
	
	

	
	１.５　外壁の軸組等（軸組等の仕様）
	
	
	

	
	１.６　土台の防腐・防蟻処理
	
	
	

	
	１.７　構造躯体の耐久(令37条)
	
	
	

	
	１.８　木材(令41条)
	
	
	

	
	１.９　浴室及び脱衣室
	
	
	

	
	１.10　地盤
	
	
	

	
	１.11　基礎
	
	
	

	
	１.12　床下の防湿性能及び換気口
	
	
	

	
	１.13　点検用措置の確保(床下空間の確保)
	
	
	

	
	１.14　小屋裏
	
	
	

	
	１.15　点検用措置の確保
	
	
	

	耐震
	Ⅰ.２　地震地域係数
	
	
	

	
	Ⅰ.２　基準風速（m／s）
	
	
	

	
	Ⅰ.２　垂直積雪量（cm）
	
	
	

	
	Ⅰ.２　積雪単位重量（N／㎡／cm）
	
	
	

	
	２.１　適用範囲
	
	
	

	
	２.２　主要な木材
	
	
	

	
	２.３　構造用面材
	
	
	

	
	２.４　木材の防腐・防蟻処理
	
	
	

	
	２.５　準耐力壁等の構造
	
	
	

	
	２.６　基礎
	
	
	

	
	２.７　床の構造
	
	
	

	
	２.８　屋根の構造
	
	
	

	
	２.９　接合金物及び接合具等
	
	
	

	
	２.10　主要な構造設計基準
	
	
	

	維持
	３.１　専用配管
	
	
	

	
	３.２　地中埋設管
	
	
	

	
	３.３　排水管の性状等
	
	
	

	
	３.４　専用排水管
	
	
	

	
	３.５　配管点検口
	
	
	

	省ｴﾈ
	Ⅰ.２　地域区分
	
	
	

	
	４.１　断熱構造とする部分
	
	
	

	
	４.２　断熱材の熱抵抗値の基準
	
	
	

	
	４.３　開口部の断熱性能（開口部の性能）
	
	
	

	
	４.４　開口部の断熱性能（日射侵入の防止）
	
	
	

	
	４.５　結露の発生防止
	
	
	

	
	４.６　通気層
	
	
	


２．加盟店用の申請書類

１ケ所でも相違内容がある場合は、第３部全てを改めて提出して下さい。タイプ別に、ファイルを綴じたり、インデックスで区分けするなど、審査のしやすいようにとりまとめて下さい。

３．加盟店情報

住宅型式性能確認書及び設計内容説明書が必要な加盟店は、下記の項目を記載して下さい。
	No
	企業名
	代表者
	担当部署
	本社所在地
	タイプ

	
	
	肩書き
	氏名
	部署名
	電話番号
	
	

	1

	
	
	
	
	
	
	

	2

	
	
	
	
	
	
	

	3
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